
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 昼活動 主 な 予 定 
１ 日   

２ 月 潮止タイム PTA理事会 ８ゼミ（５年生希望者） 

３ 火 潮止タイム  

４ 水  
スクールカウンセラー来校 

８ゼミ（５年生希望者） 

５ 木 清 掃  

６ 金 潮止タイム ８ゼミ（５年生希望者） 
７ 土   

８ 日   

９ 月 潮止タイム  

10 火 潮止タイム  

11 水  ８ゼミ（５年生希望者） 

12 木 清 掃  

13 金 潮止タイム 中学校卒業式 ８ゼミ（５年生希望者） 

14 土   

15 日   

16 月 潮止タイム ８ゼミ（５年生希望者） 

17 火 潮止タイム 給食終了（１～５年生） 

18 水  給食終了（６年生） 卒業式予行 

19 木  通常日課３時間 通学班会議 

20 金  春分の日 

21 土   

22 日   

23 月  通常日課３時間 

24 火  通常日課３時間 

25 水  卒業証書授与式 臨時休業日（１～５年） 

26 木  
通常日課３時間 修了式 

臨時休業日（６年） 

27 金  学年末休業日（３１日まで） 

●今月の生活目標 
周りのものや人などに 
   感謝の気持ちを表します 

●今月の保健目標 
1 年の健康生活をふりかえろう 

 

≪ 薬物乱用防止教室 ≫ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

《 かしのみ学級 なかよし作品展》 
 

 

 

 

 

 

 

〈 年度当初の主な行事予定 〉 

 2/5(木)に、結の会の皆さんを講師にお招きし、
薬物乱用防止教室を実施しました。 
 ロールプレイも行い、実生活に生かせる学習を
することができました。 
 

《 お願い・お知らせ 》 

今後転居予定があるご家庭は、担任もしくは

学校まで速やかにご連絡ください。 

〈C4th home&school 使用上のお願い〉 
①授業が始まると担任がC4th を確認するこ
とが難しいため、欠席等の連絡は8:15 まで
にお願いします。 

②原則、平日18:00 以降、また土日は返信を
することができません。 

 

《 長なわ記録会 》 
 

 

 

 

 

 

 

 

2/17(火)、2/18(水)に、長なわ記録会を
行いました。目標の記録を目指して、全員で
がんばっている姿がとても素敵でした。 

〈教育目標〉 豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成 
 
 
                      在籍児童数７０１名 

HP【https://www15.schoolweb.ne.jp/swas/index.php?id=1110050】  

№１１  令和８年３月２日    校長 五味 理絵子 

潮止の子 

かしのみ学級の子供たちの素晴らしい作品が、
2/7(土)から2/12(木)まで生涯楽習館に展示
されました。 

日 曜 主 な 予 定 

4/3 金 新６年生準備登校(8:50～11:45 予定) 

8 水 水曜日課 3 時間 第 1 学期始業式 入学式 

9 木 木曜日課 3 時間 通学班会議 一斉下校 

10 金 通常日課４時間 進級写真 給食開始(2～6 年) 

15 水 懇談会（1 年） 

17 金 給食開始（1 年） PTA 新旧理事会  

20 月 授業参観・懇談会（2 年,4 年,6 年） 

23 木 
全国学力学習状況調査（6 年） 
授業参観・懇談会（3 年,5 年,かしのみ） 

5/1 金 市内一斉合同引渡し訓練 

 

       
金メダルの重さ 

 
日差しの強さが増し、冬から春へと季節の移ろいを肌で感じる頃と

なりました。春を待ちながら大地に根を張り芽吹く植物の姿は、この

一年で多くの達成感を味わい、自信をもって進級していく潮止小の

児童の姿と重なります。来年度への期待を感じながら３月を迎えました。 
 

先週、登下校の見守りや環境緑化、読み聞かせなどでお世話になっている保護者や地域の

皆様をお招きし、感謝の会を行いました。当日は、感謝の気持ちが少しでも伝わるよう

全校児童が心を込めて『ありがとうの花』を歌い、その歌声が体育館いっぱいに広がりました。

会場は笑顔に包まれ、温かな時間となりました。子供たちにとって、日々、保護者や地域の

皆様に見守られ、支えられていることを改めて実感するひとときになったことと思います。

子供たちの成長を温かく見守り、支えてくださった保護者や地域の皆様に心より感謝申し

上げます。 
 

連日のメダル獲得に日本中が沸き、テレビや新聞をにぎわせた冬季オリンピックが閉会

しました。４年に一度というオリンピックの舞台は、アスリートにとって特別な意味をもつ 

場です。その中で、日本勢第 1号となる金メダルを獲得した男子スノー

ボード・ビッグエアの木村葵来選手が、金メダルを手にしたときの

思いを「金メダルは、首が取れそうなくらい重たい」と語った言葉が、

強く印象に残りました。華やかな栄光を象徴する金色の輝きの奥に、

どれほどの時間と努力、そして責任が積み重なっていたのかを静かに

物語る言葉です。 

木村選手は、決して順風満帆な道のりを歩んできたわけではなく、大きなけがにより

競技から離れ、思うように体が動かない日々の中で、不安や焦りと向き合う時間が長く

続いたといいます。それでも結果を急ぐことなく、今の自分にできることを一つ一つ積み

重ねながら復帰への道を歩み続け、金メダルを手にするまでの道のりは、表には見えない

努力の積み重ねであったといえます。金メダル獲得後、木村選手は、支えてくれた家族や

仲間、サポートしてくれたコーチやトレーナー、そして応援してくれた多くの人々への

感謝の思いも語っていました。その言葉から、金メダルの重さとは、自分一人だけの力に

よるものではなく、多くの人の思いが重なり合った重みであることが伝わってきます。

だからこそ、「首が取れそうなくらい重たい」と表現したのだと思います。 
 

困難に向き合いながらも前に進むたくましさと、人とのつながりに気づき感謝する豊かな心。

この二つは、潮止小の教育目標である「豊かな心をもち、たくましく生きる児童の育成」に

重なります。今後も潮止小では、子供たち一人一人が日々の経験を通して心を育み、自分の

力で未来を切り拓いていけるような教育活動を展開するとともに、感謝と挑戦を忘れない

子供たちを保護者や地域の皆様とともに育んでまいりたいと考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


